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だきます。どうぞよろしくお願いします。 

【司会】   続きまして、前回の審議会開催以降、新たに当審議会委員にご

就任されました方がおられますので、新委員の皆様のご紹介をさせていただき

ます。 

 はじめに、府議会議員の委員の方々をご紹介いたします。久谷委員でござい

ます。 

【久谷委員】   久谷です。よろしくお願いいたします。 

【司会】   奥野委員でございます。 

【奥野委員】   よろしくお願いします。 

【司会】   宮本委員でございます。 

【宮本委員】   よろしくお願いします。 

【司会】   奥田委員でございます。 

【奥田委員】   奥田康司でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】   柴谷委員でございます。 

【柴谷委員】   柴谷でございます。よろしくお願いいたします。 

【司会】   なお、三浦委員、北川委員におかれましては、昨年度から引き

続きご就任いただいております。 

 続きまして、大阪市会議長の辻委員でございます。 

【辻委員】   辻でございます。よろしくお願いいたします。 

【司会】   ご紹介は以上でございます。それでは、岡田会長に議事進行を

お願いしたいと存じます。岡田会長、よろしくお願いします。 

 

２ 議第３３７号 「北部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【会長】（岡田憲夫君）   本審議会の会長を務めております岡田でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。皆様におかれましては、本日はお忙

しいところ、ご出席いただきまして、厚くお礼申し上げます。 

 それでは、ただ今から、平成２４年度第１回大阪府都市計画審議会の議事に

入ります。 

 今回、ご審議いただきます案件は、あらかじめ皆様方のお手元にお届けいた
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しました議案書のとおり、「北部大阪都市計画道路の変更」を含みます６議案

でございます。最初にご審議いただきますのは、議第３３７号です。 

 その内容について、幹事に説明をさせます。 

【幹事】（川上隆君）   大阪府総合計画課長の川上です。よろしくお願い

いたします。議第３３７号「北部大阪都市計画道路の変更」と議第３３８号「東

部大阪都市計画道路の変更」は「都市計画道路の見直し」に伴う変更案件でご

ざいます。 

 スクリーンをご覧ください。 

 まず、都市計画道路の見直しにつきましては、昨年３月に策定いたしました

「都市計画道路見直しの基本方針」に基づき、路線ごとに評価を行っています

ので、その方針について、簡単に、ご説明いたします。 

 見直しの背景といたしまして、本格的な人口減少社会の到来による将来の交

通需要の減少及び公共投資の制約による都市基盤施設のより一層効率的な整

備、維持に関するマネジメントの必要性が高まっています。 

 また、戦後復興期や高度経済成長期に数多く都市計画決定されたことから、

成熟型社会の到来を迎えた今日とは、時代背景が大きく異なり、既にその意義

を失っているものが多くあります。また、これらの都市計画道路には、幅員等

において、現在の道路規格に適合しないものもあります。 

 このため、時代に適合し今後も必要な都市計画道路とそうでないものを仕分

けし、整備の必要性を判断することにより、行政責任を明確にするとともに、

権利制限を解除していくものであります。 

 具体的な見直しの流れといたしましては、基本方針に基づくフローにより各

路線の評価を行うこととしております。 

 その中で、既に事業に着手している路線は「存続」させるものとし、未着手

のものについては、必要性の評価を行います。 

 交通処理機能の必要性が高いものは、実現性の評価へ移行し、必要性が低い

ものは、市街化区域内に存するか否かで評価を分けることとしております。 

 今後は、原則市街化区域の拡大を抑制する方針であるため、市街化調整区域

内のものは、廃止候補としておりますが、市街化区域内のものは、交通安全や

防災、市街地形成、環境形成の４つの機能について評価を行った上で、必要性
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が低いものは廃止候補とし、必要性が高いものは事業の実現性を評価します。 

 概ね３０年以内に事業着手できるものは、事業の実現性が高いと評価し存続

候補といたしますが、実現性が低いものは、交通安全機能や防災機能について

再検討し、その必要性が著しく高い場合は存続候補とし、著しく高くない場合

は廃止候補としております。 

 以上が「都市計画道路見直しの基本方針」の概要であります。 

 なお、見直しのスケジュールにつきましては、昨年度から平成２５年度まで

の３年間の都市計画審議会でご審議していただく予定であり、今回は第２回目

でございます。 

 それでは、議第３３７号「北部大阪都市計画道路の変更」について、ご説明

いたします。議案書（その１）１～３ページ、資料（その１）１～３ページを

ご覧ください。 

 本案件は、島本町域における都市計画道路島本中央線ほか１路線の見直しに

関するものでございます。 

 まず、都市計画道路島本中央線は、高槻市界から国道１７１号までの延長約

２，４６０メートル、幅員１２メートル、２車線で昭和３７年に計画された路

線でございます。 

 本路線は、府道西京高槻線と町道に一部重複し、平成２２年の道路交通セン

サスの交通量は、一日当たり約３，３００台で、現状で大きな混雑はなく、現

状の交通容量に照らしても問題なく、また、平成１７年の交通量と比較いたし

ましても、約８パーセント減少していることから、交通処理機能としては、将

来交通量の減少傾向を考慮し、現道での交通処理が可能と考えられ、その必要

性は低いものと評価しております。 

 本路線が、府道や町道と重複する区間については、都市計画上の２車線が既

に確保されており、計画幅員に対して歩道幅員が不足いたしますが、今後、都

市計画事業により拡幅することもないため事業の実現性が低く、また、新たに

整備が必要となる区間についても、既に住宅地が形成されているため、市街地

形成機能の必要性は低いものと考えております。このため、本路線については、

全線廃止としております。 

 以上をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、将来的にも交通
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量は増加せず、現道で交通処理が可能であり、その必要性が低く、全線、市街

化区域に位置しているため、市街地形成機能等の諸機能について評価した結果、

一部、歩道未整備区間があるため交通安全機能の必要性はあるものの、３０年

以内に都市計画事業として着手見込みがないことから、事業の実現性は低いと

評価しております。 

 このため、交通安全機能について再検討した結果、都市計画の必要性は著し

く高くないと評価し、延長約２，４６０メートルの全線について廃止するもの

でございます。 

 次に、都市計画道路清水木半坂線は、島本町江川一丁目から東大寺二丁目ま

での延長約１，２５０メートル、幅員１２メートル、２車線で昭和３７年に計

画された路線であります。 

 本路線は、府道柳谷島本線と一部重複し、平成１７年と２２年の道路交通セ

ンサスにおける交通量は、ともに一日当たり約１，７００台で、現状の交通容

量に照らしても、交通処理機能の必要性は低いものと評価しております。 

 また、本路線も、府道と重複する区間については、都市計画上の２車線が既

に確保されており、計画幅員に対して歩道幅員が不足いたしますが、今後、都

市計画事業により拡幅することもないため事業の実現性が低く、また、新たに

整備が必要となる区間についても既に住宅地が形成されているため、市街地形

成機能の必要性は低いものと考えております。このため、本路線についても全

線廃止としております。 

 以上をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、現道で交通処理

が可能でありその必要性が低く、全線、市街化区域に位置しているため、市街

地形成機能等の諸機能について評価した結果、一部、歩道未整備区間があるた

め交通安全機能の必要性はあるものの、３０年以内に都市計画事業として着手

する見込みがないことから事業の実現性は低いと評価しております。このため、

交通安全機能について再検討した結果、都市計画の必要性は著しく高くないと

評価し、延長約１，２５０メートルの全線について廃止するものでございます。 

 この案件につきまして、地元説明会を開催し、変更内容について説明を行い

ました。 

 また、本年８月２７日に公聴会を開催し、１名の公述がありました。 
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さらに本年９月２５日から１０月９日までの２週間、都市計画法１７条に基

づく案の縦覧を行いましたところ、意見書の提出はございませんでした。 

 公聴会における公述の要旨につきましては、お配りしております「資料５」

に記載しております。 

 公述の要旨は、次のとおりです。 

 １点目として、本変更について、基本的に賛成であるというものです。 

 その理由として、名神高速道路や国道１７１号が渋滞すると、西京高槻線に

通過交通が流入してきて麻痺状態に近いことが度々あり、本都市計画道路が整

備されると、現状以上に住宅地に通過交通が流入することが想定されるという

ことです。 

 ２点目として、既存の西京高槻線や柳谷島本線は、道路幅員が非常に狭く歩

道整備が一部にとどまるなど、安全な空間であるとはとても言えない。全区間

歩道整備は困難だと考えているが、特に危険な場所や学校周辺などについては

改善が必要である。 

 府道柳谷島本線のＪＲ交差部は、ＪＲ東海道線を挟んで四差路となっており、

堤防道路から非常に急なカーブであり、かつ急な勾配で下って合流しているに

もかかわらず、歩道が前後で途切れ、児童の滞留スペースも少なく非常に危険

な状態である。 

 また、幅員も狭く交互通行になっており、大型車や消防車などは、若山台の

方を２キロメートル以上の大幅な迂回を強いられている。また、島本町には、

東大寺水無瀬鶴ヶ池幹線以外、大型車がＪＲを挟んで川側から山側へ行ける道

路がない状況であり、代替機能が確保されているとは言えない。 

 また、本件箇所を個別に改良する場合、ＪＲ東海道本線の架道橋や水無瀬川

橋梁も含めて改修する必要があると考えられ、大規模な事業になるため、町単

独では不可能であり、府が責任を持ってやっていただきたい。 

 このような箇所では、単に都市計画を廃止するだけではなく、必要な代替整

備の計画を策定した上で廃止していただきたい、という意見でございます。 

 これらに対する大阪府の見解は、今後の人口減少に伴う社会情勢の変化を踏

まえ、平成２３年３月に策定した「都市計画（道路）見直しの基本方針」に基

づき評価を行ったところ、将来的に交通量の増加が見込めないものの、交通安
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全機能の必要性はあると考えています。 

 しかしながら、既に沿道に住宅が建ち並び、水無瀬川を横断する大規模構造

物等により事業費が膨大となることなどから実現性が低いと評価し、廃止する

ものであります。 

 ご指摘の現道の歩道未整備区間への対応につきましては、道路管理者として

地元、島本町と現道対策について調整してまいりたいと考えております。 

 また、市街地内の通過交通を解消するため、国道１７１号の機能強化に向け

て、引き続き国と協議を行ってまいります。 

 なお、島本町域のＪＲ東海道線を挟んだ山側と国道１７１号を結ぶ交通処理

については、将来的に交通量の増加が見込めないことから、現道の府道柳谷島

本線(府道７３４号)と町道東大寺水無瀬鶴ヶ池幹線(水無瀬鶴ヶ池線)で対応す

るものと考えており、ＪＲ東海道線の架道橋や水無瀬川橋梁を含めた大規模な

改修の予定はございません。 

 以上が、公聴会での公述及びそれに対する大阪府の見解でございます。 

 説明は以上です。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。特にご質問がないよう

ですので、それでは表決に入ります。 

 議第３３７号を原案どおり承認することについて、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議がないようですので、原案どおり可決い

たします。それでは次にご審議いただきますのは、議第３３８号です。その内

容について、幹事に説明をさせます。 

 

３ 議第３３８号 「東部大阪都市計画道路の変更」について 

 

【幹事】（川上隆君）   それでは、議第３３８号「東部大阪都市計画道路

の変更」について、ご説明いたします。議案書の５ページ、資料の５ページを

ご覧ください。 

 本案件は、四條畷市域における都市計画道路忍ケ丘駅前中津川線の見直しに
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関するものでございます。 

 都市計画道路忍ケ丘駅前中津川線は、ＪＲ片町線の忍ケ丘駅から大東市界ま

での延長約１，６４０メートル、幅員１２メートル、車線数２車線で昭和３９

年に計画された路線であり、ＪＲ忍ケ丘駅から国道１６３号までの区間は、既

に整備されておりますが、国道１６３号から大東市界までの延長約７６０メー

トルの区間は未整備となっております。 

 この未整備区間においては、２車線の旧国道１７０号が並行し、平成２２年

の道路交通センサスにおける交通量は、一日当たり約８，３００台で、現状で

大きな混雑はなく、現状の交通容量に照らしても問題なく、また、平成１７年

と交通量を比較しても約３０パーセントの減少となっております。 

 交通処理機能といたしましては、今後の将来交通量の減少傾向を考慮し、現

道での交通処理が可能と考えられ、その必要性が低く、また、本区間は市街化

区域に位置しており、周辺は既に住宅地が形成されているため、市街地形成機

能の必要性も低いことから、国道１６３号から大東市界までの区間は廃止とし

ております。 

 以上をフローに従って評価いたしますと、交通処理機能は、現道で交通処理

が可能であり、その必要性は低く、全区間が市街化区域に位置しているため、

市街地形成機能等の諸機能について評価した結果、その必要性が低いことから、

廃止としております。 

 これにより、忍ケ丘駅前中津川線の変更内容については、計画延長を約  

１，６４０メートルから約８８０メートルに変更し、名称を忍ケ丘駅前清瀧線

に変更するものであります。 

 この案件につきまして、地元説明会を開催し、変更内容について説明を行い

ました。 

 また、公聴会での公述の申出及び案の縦覧に対し、意見書の提出はございま

せんでした。 

 説明は以上です。 

【会長】（岡田憲夫君）   ただ今、幹事から説明を受けました本議案につ

きまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。特にご質問がないよう

ですので、表決に入ります。 
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議第３３８号を原案どおり承認することについて、ご異議ございませんでし

ょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【会長】（岡田憲夫君）   ご異議がないようですので、原案どおり可決い

たします。

 

 




